
後援：昭和大学学士会

歯科臨床における治療の重要な役割のひとつに、
良好な口腔機能の回復がある。
また術後の良好な状態を長く維持することは最も
重要な事項である。
歯科治療のなかで、補綴治療に至るまでの治療、
即ち初期治療や確定的外科は、機能回復のための
前準備のステップと捉えることができる。
今回は講演タイトルである「欠損歯列」の読み方
と「欠損補綴」の設計から補綴治療の意義を考え
てみたい。
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「欠損歯列」と「欠損補綴」
〜Longevityから補綴設計を考察〜

インプラント歯科学講座　宗像・佐藤
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概　要

昭和大学歯学部インプラント歯科学講座

昭和大学学士会後援セミナー
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令和3年9月8日（水）18：30～20：00

歯科病院　第1臨床講堂


